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○松沢成文君 無所属クラブの松沢成文と申します。 

 今日は、三人の参考人の先生方、ありがとうございます。 

 ちょっと、私は最後なので、大くくりの質問をしたいので、お三方それぞれに

ちょっと御意見を伺いたいのですが。 

 大きな改革をするときには、やはりスクラップ・アンド・ビルドが必要だと思

います。時代の要請に合わせて新しい制度を導入するのであれば、もう時代に合

わなくなった古い制度を廃止するとかやめるという改善も一緒にやらないと、や

っぱり古い制度には既得権がみんな付いちゃっていますから、新しい制度は導入

するけど古い制度を崩せないとなったら、これ改革も十分に進んでいかないわけ

ですよね。そういう観点から、今回の専門職の大学院を新しい制度として導入す

るということは私は時代の要請として必要なんだと思います。そういう意味では、

総論としては賛成なんですね。 

 ところが、じゃ、日本で今いろんな高等教育の学校があるけれども、もう時代

に合わなくなってしまっているのに、まあずっと長く続いてきたので廃止はでき

ないからというのもあるんじゃないかというふうに見なきゃいけないと思ってい

るんです。 

 それで、ちょっとあえて、これ関係者もいるので皆さんなかなか発言しにくい

かもしれませんが、日本には短期大学という制度がありますよね。これ、できた

のは五十数年前ですから、ちょうど戦後がようやく終わって高度経済成長期に入

る頃ですね。主に、総合大学ではなく短期で行くわけですから、どちらかといっ

たら女子教育のために、まあ学問もこれからの時代は必要なんだと、でも、そん

なに女子に長い間勉強してもらってもなかなか、おうちも財政力もあるので困る

ので二年間ぐらい、それでどうかいいところに就職してそこでいい旦那さんを見

付けて幸せになってほしいというようなところで、私のイメージですけどね、短

大というのは何かそういう社会背景の中で誕生してそれなりにずっと続いてきた

んだというふうに思います。 

 ただ、この短期大学の目的を見ると、「深く専門の学芸を教授研究し、職業又は

実際生活に必要な能力を育成すること」となっているんですね。僅か二年間の間

で深く、何というんですか、専門の学問も探求しながら職を身に付けたり実際生

活に役立つものも勉強するって、なかなか、もう今の時代、社会が相当複雑化し

ていますから、難しいと思うんです。 
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 今回、専門職大学ということで、学位を与えるしっかりとしたプロフェッショ

ナルラインですか、こういう人たちを複雑化する産業構造の中でもしっかり対応

できるように育てていこうというのをつくった。つくったのであれば、私は、こ

の短期大学からこちらに移行するのも多いと思いますが、短期大学も大分経営苦

しいところもあると思います。先ほど、児美川先生の発言の中にはかなり成功し

て頑張っているところもあると聞きましたが、もう私は短期大学がこの社会の中

で大きな役割を果たせる時代ではなくなってきているという認識を持っているん

ですね。 

 それぞれ皆さんの専門の分野と関係するところでありますから、また短期大学

の方も恐らくそういう団体があるのでなかなか言いにくいところあるかもしれま

せんが、私は、この高等教育の中で新しいものをつくるのであれば、古いものは

廃止していくというスクラップ・アンド・ビルドもやらない限り、ずっと既得権

があるものを引きずりながらやっていってもそこでまた新たな競合が始まったり

してしまうんじゃないかと思うんですが、この短期大学の在り方についてはいか

がお考えでしょうか。どちらからでも構いません。 

○参考人（児美川孝一郎君） 御質問ありがとうございます。 

 私自身が勤務しているのは四年制大学ですので、短期大学がどうのというのは

なかなか言いにくいんですが、研究的な目で見てということで申し上げますが、

一つは短期大学もうくくれないというふうに思っていまして、例えば看護ですと

か保育の分野等々では立派な職業教育をやっていて卒業生もきちんと就職してい

くというところも当然学部レベルでも大学でも残っていますし、でも他方で、じ

ゃ、人文系、文学部だったり家政系だったりというところでなかなか募集も困難

でというところが出てきているのは事実ですので、くくるのではなくて後者の方

をじゃどう考えていくかみたいなところが一つのポイントなのかなというふうに

思っておりまして、ただ、現実のそういう短期大学さんどうされているかという

と、もう入学時点で大体二つのコース分けていて、一つが就職を目指す子たちが

それなりの訓練をする教育コース、もう一つが、他大学ないし自分の大学、四年

制持っている場合ですけれども、編入を目指すコースなんですね。実際上、編入

が相当出ています。 

 それについて高等教育論の方では、短大というのは短期の高等教育ですので、

ある意味でのファーストステージなんだ、そこで完結するのではなくて、そこで

学んだことを生かして更にセカンドステージのところに進めばいいという議論も

ありますので、単純にスクラップすればいいというふうに言うつもりはなくて、
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短大をベースにしてその次をつなぐということができるのであれば可能性もある

かもしれない、だけど、それもなく何もないのであれば、おっしゃるように、今

の時代状況からしてどうなんだろうかという側面も当然あるだろうというふうに

思っております。 

 ですので、結論的に言うと、細かくきちんと腑分けをして議論しなきゃいけな

いかなということでございます。 

 以上です。ありがとうございます。 

○参考人（平川則男君） 大変難しい御質問で、連合がこれについて何かを語る

というのはなかなか難しいところがあるのかなと思っております。 

 私も、短期大学につきましては、特に保育分野については相当優秀な保育士さ

んを養成してきた歴史がございますし、大きな役割を果たしてきているのかなと

いうふうに思っています。短期大学も二年だけじゃなくて、三年というところで

いえば看護というのもありますので、やはり専門職をしっかりと世の中に出して

いくというふうなことでいえば大きな役割を果たしているというところでありま

す。 

 それが制度的に今日の状況とマッチングしないというふうな問題がありました

ら、しっかりと移行措置みたいな形を、そういう社会資源を活用しつつ移行措置

というのも一つ考え方としてあるのかなと思っています。 

○参考人（小林光俊君） まさに今先生おっしゃったように、短期大学もかなり

時代に対して変わってきているのは事実だろうと思います。おっしゃったように、

昔は女子教育中心で、良き家庭人を育成するということが大部分でありまして、

今一部はやっぱり職業教育に切り替えたりされている短期大学も多いわけですけ

れども、私は、短期大学は短期大学の制度として、これはこれでやっぱり一つの

ニーズはあるんだろうと思います。 

 それはそれとして、今度のその専門職大学と短期大学の関連どうなるのかと。

我々、先ほど大島先生からもお話がありましたが、短期大学と例えば新たな専門

職大学が連携をして人材養成をしていくというようなことも考え方としては私は

あるんではないかと。法人同士連携をして、そしてよりいい人材養成をきちっと

していく制度として、そういうことも大胆に組み替えるようなこともあってもい

いんではないかというふうに思っております。 

 特に専門学校は、今までやっぱり高卒生の二年課程が量的に多かったから、ど

うしても短期大学とバッティングするところがかなり多くあったということであ

ります。ですから、短期大学さんは専門学校に学生を取られるというイメージを
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一部はお持ちだったかもしれませんが、これは社会のニーズにやっぱり合った教

育を展開をしていくという意味においては、私は短期大学は短期大学の機能とし

てこれはこれで必要だろうというふうに思うし、またそれはそれでその機能を果

たしていただければいい、そして今度の新しい専門職大学に移行をされる短期大

学もたくさん出てきてもいいんではないかと、こういうふうに思っております。

そして、専門学校の側も、やっぱり職業教育を高度化していく上においてやっぱ

り中心的な役割を新しい専門職大学制度の中できちっと果たしていくというふう

になるのが理想的だろうと、こういうふうに思っております。 

○松沢成文君 次の質問は、先ほど木戸口先生が地方創生の部分で質問した関連

なので、それには平川先生はお答えになっていますので、児美川先生と小林先生

にお聞きしたいんですが。 

 やはり、この新しい大学ができると、少し政策的にサポートしない限り、また

東京一極集中あるいは大都市圏一極集中が進んでしまうんじゃないかという危機

感を私すごく持っているんですね。今どんどん地方が廃れて、人が増えているの

は東京圏のみです。そのいろんな、もちろん企業が集まってくるとか情報が集ま

ってくる、そこに人が集まってくるってありますが、そのうちの一つに、やっぱ

り高等教育機関、大学、特に総合大学として多くの学生を集めたいとなったら大

きな市場がないと困るわけですね。ですから、やっぱり大都市圏に出したいと。

また、地方で高校卒業した若者はもちろん都市へ、大都市にも東京にも憧れます

し、それからまた、お金がある子、あるいは優秀な成績な子は行きたい大学なん

というのは首都圏にしかないんで、みんな一言で言えば東京に出ていってしまう。

だから、大学の首都圏集中というか大都市集中がもたらした東京集中、東京一極

集中というのが一つ私はあるんじゃないかと思っているんです。 

 それで、今回こうした形で職業の学校、でも、やっぱり資本力がある学校とい

うのは大都市圏に多いですよね。また、生徒を集めやすいというのも大都市圏で

すよね。ですから、何も併せて政策を打たないで、単に職業専門大学をたくさん

つくってください、やりましょうとなると、ますます大都市圏への集中が進んで

しまって、逆に言えば地方が廃れてしまう、過疎化の原因になってしまうという

こともあり得ると思うんです。 

 さあ、そこで、それをもう少し政策によって大学をある意味で地方にもどんど

んつくってもらえるようにするには、やはり地方の産業との連携、あるいは地方

自治体との連携というのが非常に私、重要になってくると思います。ただ、大学

ですから、先ほど児美川先生がおっしゃったように、学問の自由、研究の自由と
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いうのがありますから、余り大学の運営に対して政策的にああしなきゃ駄目だ、

こうしなきゃ駄目だ、こういう条件を付けろというのはよくないことですけれど

も、私は、このままでは、ますます大学も学生たちも大都市圏集中が進んでしま

うと思う。 

 ですから、逆に言えば、一つ提案があるとすれば、例えば地方自治体もこの専

門職大学の運営にかんでもらうとか、あるいは地方の経済団体、商工会議所とか、

もちろん先生方の何割は現場実践がなければいけないとか、あるいは企業での研

修の時間も組み込まれるわけですので、そういうところの連携をしっかりやって

地方で学んで地方で働く、こういう形をつくっていかないといけないと思うんで

すが、児美川先生、小林先生、御意見はいかがでしょうか。 

○参考人（児美川孝一郎君） 御質問ありがとうございます。 

 確かに地方の問題は深刻な問題だと思いますし、今回の制度が、ただ単に仮に

できた場合に一番危惧するのは、先ほどおっしゃられた先生がいらっしゃいまし

たが、既存の大学、そして専門職大学、専門職大学にはなれなかった専門学校と

いうような三層構造ができてしまって、なれないところは恐らく地方の都市、小

都市にあるような専門学校さんでしょうから、そういうところがますます顧みら

れなくなるみたいなことが一番危惧されるところですので、そうならないような

仕組みみたいな、もしこれを制度化するのであれば、そうならないような仕組み

をどうつくるかということが大きな課題になるんだろうなというふうに思ってお

ります。 

 そのときに、だからどう考えるかなんですけれども、専門職大学ないし短期大

学という制度に飛び付くのがいいのか、いや現状でも頑張っている地方の専門学

校はいっぱいあるんです。でも公費の助成は一切行っていない、ほとんど行って

いないわけですね。そこをまず充実すべきじゃないかとか、あるいは現状でも、

そういうところは地域自治体や地域の経済団体さんとも連携しながらやられてい

るので、そこが連携しやすくするようないろんな支援をするだとか、まずはそう

いうことを考えてもいいのではないかと。制度の器を変えることが本当にそうい

うところを助けることになるのかということについてはちょっと判断が付きませ

んので、制度ができなくてもまずやれることはありますよというところを是非強

調したいというふうに思いました。 

 以上でございます。 

○参考人（小林光俊君） 松沢先生、ありがとうございます。 

 今、その地方の活性化のためにこの教育機関が機能できるかということも含め
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ての御質問かと、こういうふうに思っておりますが、現状はまさに大都市集中と

いうのが一つの形として現れておりますが、私の資料の八ページを開けてみてい

ただきたいんですが、八ページには、専門学校・大学卒業者における地元の就職

の状況ということで、これは棒グラフがあります。これは、赤いのがまさにその

専門学校なんですね。ですから、大学と比べてほとんど専門学校の方が地方定着

率って非常に高いですね。 

 ですから、私としては、今度の新しい専門職大学も、先生おっしゃっていただ

いたように、地方の企業やあるいは地方の自治体と連携をして、そして地方の専

門学校が中心になって、四十七都道府県なら四十七都道府県に、それぞれ少なく

ても一校ぐらいはここ五年以内にできるようにしていくというのが理想だと、こ

ういうふうに思っております。 

 職業教育をやっぱり地方に定着をさせて活性化していくというのは、日本全体

としては大変重要なことだと私は思っております。今まさに地方産業の空洞化を

ここは大分取り戻すということがここ数年できてきているわけでありますが、ま

だ一〇％程度戻ったということであります。 

 これからもっともっと、あるいは地方の産業の活性化をしていくにはやっぱり

こういった地方の職業教育をやっぱり高度化し発展させていくと。そして、地方

に留学生も含めて入れていくことによって、新たな視点で新たな要するに文化な

り新たな目線で新たな価値が生まれると、こういう教育機関に私はしていくとい

うのは大変重要なことだというふうに思います。 

 そういう意味では、先生おっしゃっていただいたように地方の企業や地方の自

治体、あるいは文化と連携をして、そしてこの新しい専門職大学が地方にもきち

っとできていくということを政策としても、先生方、是非御指導いただいた方が

有り難いなと、こういうふうに思っております。 

○松沢成文君 ありがとうございました。終わります。 
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